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身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
際
な
ど
に
交
通
運
賃
割
引
の
制
度
が
あ
る
。
一
方
で
、
精
神
障
害

者
は
、
障
害
者
基
本
法
に
よ
っ
て
障
害
者
と
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
道
会
社
等
の
一
部
の
交
通
機
関
で
、
精

神
障
害
の
み
が
交
通
運
賃
割
引
制
度
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
部
交
通
機
関
の
対
応
に
つ
い

て
、
精
神
障
害
者
の
家
族
・
親
族
か
ら
は
、
憲
法
第
十
四
条
の
法
の
も
と
の
平
等
の
精
神
に
反
し
、
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約

第
四
条
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
念
に
反
す
る
と
の
請
願
も
提
出
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
の
公
共
交
通
機

関
へ
の
指
導
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

一 

私
鉄
や
バ
ス
な
ど
、
こ
の
数
年
で
、
身
体
障
害
者
と
同
様
に
精
神
障
害
者
へ
の
交
通
運
賃
割
引
制
度
を
設
け
る
企
業
が
増

え
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
企
業
は
、
い
ま
だ
に
精
神
障
害
者
へ
の
割
引
制
度
の
創
設
に
否
定
的

で
あ
る
。
精
神
障
害
者
へ
の
割
引
の
制
度
を
設
け
る
余
力
も
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
企
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
方
針
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


